
AGF-P 工法 山岳トンネルで適用される補助工法

鋼管と注入材によって地山を先行補強する長尺フォアパイリ

ングの一種であり、断面拡幅を必要とするオリジナルのＡＧＦ

工法から派生し、トンネル断面を拡幅しないで施工できる方式

のＡＧＦ工法です。

鋼管打設はトンネル施工で使用するドリルジャンボで行い、

鋼管打設後、ウレタン系やセメント系の注入材を注入し、トン

ネル前方地山を補強します。

現在、無拡幅型のＡＧＦ工法は数多く存在していますが、ＡＧ

Ｆ－Ｐ工法はそのパイオニアとして多くの実績を有し、最も標

準となる工法です。

ＡＧＦ－Ｐ工法とは

ＡＧＦ－Ｐ工法の特徴

① ＡＧＦ－Ｐ鋼管は、φ114.3mm（ｔ=6.0mm）を基本としています。

② 施工機械は通常のトンネルで使用されるドリルジャンボにより、トンネル作業員で施工できます。

③ 掘削断面内の特殊埋設管を撤去しながら掘削できることより、断面の拡幅が不要で、標準断面での施工が

可能です。よって、掘削時間の短縮、経済性、施工性の向上が図れます。

④ 事前に断面拡幅を行う必要がないため、地山の急変に応じて即時に対応ができます。

⑤ ビットシステムには、回収ビットとロストビットとがあり、地質条件に応じて選択が可能です。

⑥ 注入材はウレタン系注入材、セメント系注入材が選択できます。

ＡＧＦ－Ｐ鋼管使用（例）

項目 単位 先 頭 管 中 間 管 端 末 管

材質 － ＳＴＫ400 ＳＴＫ400 特殊埋設管

管径 / 肉厚 mm 114.3 / 6.0 114.3 / 6.0 －

単位重量 kg/m 16.0 16.0 －

標準鋼管長 mm 3,770 3,050 3,050

備考 － － － 掘削時撤去可

ビットシステム

AGF工法のスタンダードとして無拡幅型AGF工法のパイオニア!!

鋼管打設状況

施工状況（例）

◎回収ビット方式 ◎ロストビット方式

パイロットデバイス
(インナービット)

ロストビット

ケーシングトップ

ロッドロッド

スーパーメックスビット

ケーシングトップ



施工概要図

○納品には万全を期しておりますが、念のため、納入時に現品と数量をご確認ください。

○運搬時、重機や工具類の取扱い時など、本製品を傷付けたり、破損したりしないようにしてください。

○直射日光や風雨等を避けて保管してください。

○現場での使用に当たっては、事前に使用条件、使用方法および施工条件における効果をご確認ください。

○本製品を廃棄する場合は、許可を受けた廃棄物請負業者を通じて処分してください。

ご 使 用 上 の 注 意

お客様へのご注意とお願い

■本パンフレット記載内容は、実験値に基づくもので、その記載内容を保証するものではありません。

■ご使用に際しては使用目的に適合するか、貴社の責任においてご確認下さい。

■ご使用になる前に、使用方法や注意事項等をご確認下さい。

■記載内容は、断り無く変更する場合がありますので、ご了承下さい。

ＡＧＦ－Ｐ工法縦断図（標準型）例 ＡＧＦ－Ｐ工法縦断図（最小拡幅型）例
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